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１
５
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下
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目

下
段

下
段

上
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１
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目

下
段

１
２
行
目

下
段

１
８
行
目

誤

岡
本
家
に
伝
わ
る
金
毘
羅
宮
の
信
徒
壇

史
実
の
内
容
は
客
観
的
で
あ
る
こ
と
に
努
め
、

出
典
・
根
拠
を
明

ら
か
に
し
た
。

各
編
末
に
参
考
文
献
や
資
料
を
掲
載
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
十
二
～

十
三
日
、

西
之
表
の
西
海
岸
に
溺
死
し

た
兵
士
が
数
百
体
漂
着
し
た
。

昭
和
十
九
年
二
月
に
も
、

同
じ
よ
う
に
種
子
島
西
海
岸
に
、

兵
士

の
死
体
が
多
数
漂
着
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

※
別
紙
１
参
照

※
別
紙
２
参
照

残
っ
て
い
た
人
た
ち
を
（
日
本
軍
は
）
か
き
集
め
た
ん
だ
と
い
う
印
象
で

あ
っ
た
と
い
う
（ 

日
刊
ゲ
ン
ダ
イD

I
G
I
T
A
L

）
。

現
在
の
中
目
医
院
付
近
は
、

特
に
狭
い
所
だ
っ

た

墓
地
公
園
か
ら
桃
園
へ
し
ば
ら
く
行
く
と
、
三
栄
石
油
充
填
所
が
あ
る
。

三
〇
〇
㍍
ほ
ど
道
路
か
ら
右
手
が
「
馬
飼
屋
敷
」
、
左
手
が
「
馬
飼
」
と

呼
ば
れ
て
い
る

正

岡
元
家
に
伝
わ
る
金
毘
羅
宮
の
信
徒
壇

史
実
の
内
容
は
客
観
的
で
あ
る
こ
と
に
努
め
、

出
典
・
根
拠
を
明

ら
か
に
し
た
。

各
編
末
に
参
考
文
献
や
資
料
を
掲
載
し
た
。

た
だ

し
、

第
八
編
校
区
史
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
の
言
い
伝
え
や
伝
聞

が
含
ま
れ
て
お
り
、

出
典
・
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
が
あ

る
。

昭
和
十
九
年
二
月
十
二
～

十
三
日
、

西
之
表
の
西
海
岸
に
溺
死
し

た
兵
士
が
数
百
体
漂
着
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
に
も
、

同
じ
よ
う
に
種
子
島
西
海
岸
に
、

兵
士

の
死
体
が
多
数
漂
着
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

※
別
紙
１
参
照

※
別
紙
２
参
照

残
っ
て
い
た
人
た
ち
を
（
日
本
軍
は
）
か
き
集
め
た
ん
だ
と
い
う
印
象
で

あ
っ
た
と
い
う
（ 

日
刊
ゲ
ン
ダ
イD

I
G
I
T
A
L

）
。

※
参
考
文
献
で
は
昭
和
十
九
年
、
二
十
年
に
い
ず
れ
も
似
た
よ
う
な
事
件

の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
事
件
が
二
回
あ
っ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。
護

国
神
社
戦
没
者
資
料
で
は
、
昭
和
十
九
年
の
記
録
の
み
残
っ
て
い
る
。
当

時
の
記
録
に
お
い
て
、
伝
聞
誤
り
が
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

現
在
の
中
目
歯
科
医
院
付
近
は
、

特
に
狭
い
所
だ
っ

た

墓
地
公
園
か
ら
桃
園
へ
三
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
と
こ
ろ
の
道
路
か
ら
右

手
が
「

馬
飼
屋
敷
」
。

左
手
が
「

馬
飼
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『

西
之
表
市
史
』

下
巻
　
正
誤
表
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正
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史
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下
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表

６
３
４

６
５
５

６
５
５

６
５
６

７
２
１

７
２
１

７
２
１

７
２
１

７
３
２

７
４
０

下
段

１
９
行
目

下
段

２
行
目

下
段

７
行
目

下
段

２
２
行
目

上
段

１
３
行
目

上
段

１
７
行
目

上
段

１
９
行
目

上
段

２
１
行
目

上
段

１
６
行
目

上
段

８
行
目

榕
城
、
住
吉
、
現
和
の
各
旧
中
学
校
、
旧
種
子
島
高
校
、
旧
種
子
島
実
業

高
校
等
の
校
歌
を
作
曲
し
た

鹿
児
島
地
方
法
務
局
西
之
表
出
張
所
と
改
称
。
熊
毛
支
庁
の
建
て
替
え
工

事
期
間
中
の
仮
事
務
所
と
な
る
。

十
月
十
三
日
、
種
子
島
高
等
学
校
北
校
舎
竣
工
。
男
女
共
学
と
な
る

二
月
十
四
日
、
県
種
子
島
合
同
庁
舎
落
成

二
月
二
十
五
日
、
鹿
児
島
県
種
子
島
合
同
庁
舎
竣
工

筧
良
平
氏
宅
の
倉
庫
か
ら
背
後
の
山
を
登
る
道
。

覚
家
の
墓
～

山

寺
～

柳
原
に
行
く
道
。

赤
字
嵐
の
長
野
茂
氏
の
畑
は
山
寺
の
跡
。

土
器
片
が
出
る
。

シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
し
て
い
た
寛
家
の
辺
り
。

寛
家
の
移
住
当
時
住
宅
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
。

そ
れ
で
も
、

何
回
か
空
襲
を
受
け
、

兵
一
三
人
が
死
亡
し
た
と

『

国
上
郷
土
誌
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。

国
上
奥
集
落
、

岡
本
家
に
伝
わ
る
金
毘
羅
宮
の
信
徒
壇

国
上
奥
集
落
の
岡
本
和
美
氏
宅
は
法
華
宗
の
檀
家
で
あ
る
。

法
華

宗
の
仏
壇
の
上
に
、

金
毘
羅
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
信
徒
壇
が
置
か

れ
て
い
て
、

朝
夕
お
参
り
さ
れ
て
い
る
。

金
毘
羅
様
は
航
海
の
神

で
あ
る
。

神
仏
習
合
で
権
現
宮
と
な
り
、

明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈

で
神
仏
の
分
離
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
岡
本
家
に
安
置
さ
れ
て

い
る
の
は
不
明
で
あ
る
。

榕
城
、

住
吉
、

現
和
の
各
旧
中
学
校
、

旧
馬
毛
島
小
中
学
校
、

旧

種
子
島
高
校
、

旧
種
子
島
実
業
高
校
、

旧
県
立
種
子
島
高
等
女
学

校
、

旧
県
立
種
子
島
農
林
学
校
の
校
歌
を
作
曲
し
た
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
西
之
表
出
張
所
と
改
称
。

十
月
十
三
日
、

種
子
島
高
等
学
校
北
校
舎
竣
工
。

二
月
二
十
五
日
、

鹿
児
島
県
種
子
島
合
同
庁
舎
竣
工

筧
良
平
氏
宅
の
倉
庫
か
ら
背
後
の
山
を
登
る
道
。

筧
家
の
墓
～

山

寺
～

柳
原
に
行
く
道
。

赤
木
嵐
の
長
野
茂
氏
の
畑
は
山
寺
の
跡
。

土
器
片
が
出
る
。

シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
し
て
い
た
筧
家
の
辺
り
。

筧
家
の
移
住
当
時
住
宅
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
。

そ
れ
で
も
、

何
回
か
空
襲
を
受
け
、

兵
士
三
人
が
死
亡
し
た
と

『

国
上
郷
土
誌
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。

国
上
奥
集
落
、

岡
元
家
に
伝
わ
る
金
毘
羅
宮
の
信
徒
壇

国
上
奥
集
落
の
岡
元
和
美
氏
宅
は
法
華
宗
の
檀
家
で
あ
る
。

法
華

宗
の
仏
壇
の
上
に
、

金
毘
羅
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
信
徒
壇
が
置
か

れ
て
い
て
、

朝
夕
お
参
り
さ
れ
て
い
る
。

金
毘
羅
様
は
航
海
の
神

で
あ
る
。

神
仏
習
合
で
権
現
宮
と
な
り
、

明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈

で
神
仏
の
分
離
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
岡
元
家
に
安
置
さ
れ
て

い
る
の
は
不
明
で
あ
る
。
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５
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９
８

７
９
９

８
４
６

８
４
９

８
５
０

８
５
２

８
５
２

８
５
２

８
５
２

下
段

１
３
行
目

下
段

１
４
行
目

上
段

５
行
目

下
段

１
９
行
目

上
段

１
８
行
目

上
段

１
行
目

上
段

１
９
行
目

下
段

１
行
目

下
段

４
行
目

下
段

６
行
目

下
段

９
行
目

元
山
神
社
は
、

奥
に
住
ん
で
い
る
落
合
・
倉
元
・
白
河
・
中
崎
・

春
山
・
元
山
・
山
崎
・
岡
本
の
各
家
が
奉
祀
す
る
氏
神
神
社
で
あ

る
。

発
見
当
時
は
、

南
九
州
地
域
で
は
発
見
例
が
少
な
く
、

僅
か
に
二

個
、

い
ず
れ
も
本
市
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

当
時
残
っ

た
の
は
、

日
高
家
本
尊
六
幅
、

曼
荼
羅
六
本
、

後
に
発

見
さ
れ
た
三
十
番
神
四
躰
、

鬼
子
母
神
像
で
あ
っ

た
。

1
9
年
（

一
八
八
七
）

　
甑
島
よ
り
軍
場
集
落
に
二
年
間
（
～

昭

和
二
十
年
）

で
五
戸
の
移
住
あ
り

明
治
十
九
年
度
、
甑
島
よ
り
平
山
と
大
野
に
合
わ
せ
て
三
八
戸
の
移
住
が

あ
り
、
平
山
集
落
が
誕
生
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に

平
山
集
落
か
ら
二
四
戸
が
移
住
、
平
園
集
落
が
で
き
る
。

同
伊
関
の
鎌
田
平
兵
衛
へ
の
お
礼
と
し
て
の
水
差
し
は
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
保
管
さ
れ
、

〇
昭
和
四
十
三
年
、

市
立
へ
き
地
保
育
所
建
設

大
峰
牧
ー

上
之
町

当
時
、

安
城
村
に
は
芦
野
牧
と
大
峰
牧
の
二
つ
の
御
牧
が
あ
っ

た
。

通
常
は
、

ま
ず
大
峰
牧
で
馬
追
を
実
施
し
、

翌
日
芦
野
牧
で
実
施

し
た
。

大
峰
牧
で
は
、

当
初
は
普
通
の
馬
を
放
牧
し
て
い
た
が
、

御
牧
（

大
峰
牧
）

は
明
治
四
年
の
廃
藩
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
　
後

上
之
町
集
落
の
共
有
地
と
な
っ

た
。

元
山
神
社
は
、

奥
に
住
ん
で
い
る
落
合
・
倉
元
・
白
河
・
中
崎
・

春
山
・
元
山
・
山
崎
・
岡
元
の
各
家
が
奉
祀
す
る
氏
神
神
社
で
あ

る
。

発
見
当
時
は
、

南
九
州
地
域
で
も
発
見
例
は
少
な
く
、

本
市
で
も

僅
か
に
二
個
発
見
さ
れ
て
い
る
。

当
時
残
っ

た
の
は
、

日
高
家
本
尊
六
幅
、

す
な
わ
ち
曼
荼
羅
六
本

だ
け
と
、

後
に
発
見
さ
れ
た
三
十
番
神
四
躰
、

鬼
子
母
神
像
で

あ
っ

た
。

1
9
年
（

一
八
八
六
）

　
甑
島
よ
り
軍
場
集
落
に
二
年
間
（
～

昭

和
二
十
年
）

で
五
戸
の
移
住
あ
り

明
治
十
九
年
度
以
降
、

甑
島
よ
り
平
山
と
大
野
に
合
わ
せ
て
三
九

戸
の
移
住
が
あ
り
、

そ
の
後
昭
和
二
十
一
年
（

一
九
四
六
）

に
平

山
集
落
か
ら
二
四
戸
が
移
住
、

平
園
集
落
が
で
き
る
。

同
伊
関
の
鎌
倉
平
兵
衛
へ
の
お
礼
と
し
て
の
水
差
し
は
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
保
管
さ
れ
、

〇
昭
和
四
十
五
年
、

市
立
へ
き
地
保
育
所
建
設

大
峯
牧
ー

上
之
町

当
時
、

安
城
村
に
は
芦
野
牧
と
大
峯
牧
の
二
つ
の
御
牧
が
あ
っ

た
。

通
常
は
、

ま
ず
大
峯
牧
で
馬
追
を
実
施
し
、

翌
日
芦
野
牧
で
実
施

し
た
。

大
峯
牧
で
は
、

当
初
は
普
通
の
馬
を
放
牧
し
て
い
た
が
、

御
牧
（

大
峯
牧
）

は
明
治
四
年
の
廃
藩
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
　
後

上
之
町
集
落
の
共
有
地
と
な
っ

た
。
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下
巻
　
正
誤
表

８
５
５

８
５
６

８
６
５

８
６
５

８
６
５

８
６
５

８
６
５

８
６
７

８
７
０

８
７
０

８
７
０

８
７
０

下
段

１
２
行
目

上
段

２
行
目

上
段

１
行
目

上
段

６
行
目

上
段

１
０
行
目

上
段

１
４
行
目

上
段

１
７
行
目

上
段

２
２
行
目

上
段

３
行
目

上
段

１
８
行
目

上
段

２
１
行
目

下
段

９
行
目

小
倉
良
助
　
宮
園
吾
八

榎
本
勘
次
　
石
橋
種
七
　
丸
田
辰
五
郎
　
江
藤
虎
吉
　
地
蔵
佐
太

源
助
は
、

安
城
の
大
峰
牧
で
馬
を
育
て
て
い
た
。

も
と
の
大
峰
牧
で
馬
の
飼
育
に
励
ん
だ
。

こ
の
と
き
、

大
峰
の
牧
場
に
は
、

馬
が
二
〇
頭
も
い
た
が
、

芦
野
牧
や
大
峰
牧
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
後
、

大
峰
牧
は
、

久
芳
の
「

私
牧
」

と
な
り
、

西
之
表
西
町
の
慈
遠
寺
境
内
に
あ
っ
た
が
、
大
石
（
一
九
九
六
）
に
よ
る

と
、
明
治
初
年
に
安
城
下
之
町
宮
園
（
妙
泰
寺
跡
地
）
に
移
し
祀
っ
た
。

初
め
て
山
を
開
き
人
家
が
建
つ
（

立
山
）
。

戸
数
は
僅
か
に
五
、

六
戸
だ
っ

た

九
月
十
五
日
、

米
国
船
カ
シ
ミ
ア
号
種
子
島
東
海
に
て
沈
没
。

乗

務
員
八
人
安
城
立
山
に
漂
着
し
、

救
助
す
る

一
月
、
安
城
小
学
校
校
内
に
カ
シ
ミ
ア
号
関
連
「
紀
徳
碑
」
を
建
立

平
山
地
域
の
長
男
以
外
の
人
た
ち
含
む
二
四
戸
が
平
園
に
入
植
・

開
拓

小
倉
良
助
　
宮
園
喜
八

榎
本
勘
次
　
石
橋
穂
七
　
丸
田
辰
五
郎
　
江
藤
虎
吉
　
地
蔵
佐
多

源
助
は
、

安
城
の
大
峯
牧
で
馬
を
育
て
て
い
た
。

も
と
の
大
峯
牧
で
馬
の
飼
育
に
励
ん
だ
。

こ
の
と
き
、

大
峯
の
牧
場
に
は
、

馬
が
二
〇
頭
も
い
た
が
、

芦
野
牧
や
大
峯
牧
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
後
、

大
峯
牧
は
、

久
芳
の
「

私
牧
」

と
な
り
、

西
之
表
西
町
の
慈
遠
寺
境
内
に
あ
っ

た
が
、

明
治
初
年
に
安
城
下

之
町
宮
園
（

妙
泰
寺
跡
地
）

に
移
し
祀
っ

た
。

山
を
開
き
初
め
て
人
家
が
建
つ
（

立
山
）
。

戸
数
は
僅
か
に
五
、

六
戸
だ
っ

た

九
月
十
五
日
、

米
国
船
カ
シ
ミ
ア
号
種
子
島
東
海
に
て
沈
没
。

乗

務
員
七
人
安
城
立
山
に
漂
着
し
、

救
助
す
る

安
城
小
学
校
校
内
に
カ
シ
ミ
ア
号
関
連
「

紀
徳
碑
」

を
建
立

2
1
年
（

一
九
四
六
）

　
平
山
地
域
の
長
男
以
外
の
人
た
ち
含
む

二
四
戸
が
平
園
に
入
植
・
開
拓
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ー

ジ
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・
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目
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正
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表
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』

下
巻
　
正
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表

巻
末

資
料
提

供
・
協

力
機
関

巻
末

西
之
表

市
史
編

さ
ん
関

係
者
名

簿

下
段

２
２
行
目

上
段

４
行
目

種
子
島
の
語
り
部
「

ぢ
ろ
の
会
」

西
之
表
市
史
編
さ
ん
委
員
会

委
員
長
　
　
大
平
　
和
男

副
委
員
長
　
佐
藤
　
秀
正

委
　
　
員
　
川
村
　
孝
則

　
　
　
　
　
塩
﨑
　
義
政

　
　
　
　
　
德
永
　
和
喜

　
　
　
　
　
鮫
嶋
　
安
豊

　
　
　
　
　
奥
村
　
学

　
　
　
　
　
尾
形
　
之
善

　
　
　
　
　
上
妻
　
敏
男

　
　
　
　
　
上
妻
　
陽
二
郎

種
子
島
の
語
り
部
「

ぢ
ろ
の
会
」

・
熊
本
県
護
国
神
社

西
之
表
市
史
編
さ
ん
委
員
会

委
員
長
　
　
大
平
　
和
男
（

令
和
三
年
十
月
一
日
～
）

　
　
　
　
　
中
野
　
哲
男
（
～

令
和
三
年
九
月
三
十
日
）

副
委
員
長
　
佐
藤
　
秀
正
（

令
和
三
年
十
月
一
日
～
）

　
　
　
　
　
大
平
　
和
男
（
～

令
和
三
年
九
月
三
十
日
）

委
　
　
員
　
川
村
　
孝
則

　
　
　
　
　
塩
﨑
　
義
政

　
　
　
　
　
德
永
　
和
喜

　
　
　
　
　
鮫
嶋
　
安
豊

　
　
　
　
　
奥
村
　
学

　
　
　
　
　
尾
形
　
之
善

　
　
　
　
　
上
妻
　
敏
男
（

令
和
五
年
五
月
十
九
日
～
）

 
 
 
 
 
吉
原
　
三
保
子

(

～

令
和
五
年
五
月
十
八
日

)

　
　
　
　
　
上
妻
　
陽
二
郎



別 紙 １

49ページ

（誤）

（正）

『西之表市史』下巻　正誤表

日
露
戦
没
記
念
碑
（
右
）

殉
死
招
魂
（
左
）

（
わ
か
さ
公
園
）

陸軍大将正三位一等功

三級 町田紀宇 書

建設者 西之表兵事會

長 中村良一郎、在郷

軍人西之表町分会長

岡留三雄



別 紙 ２

68ページ

（誤）

（正）

『西之表市史』下巻　正誤表

移住記念碑、地域伝承、公的記録とに数値の不一致が見

られる。その要因には公的、私的移住など様々思考され

るが、移住から139年が経過した今日、正確な実態把握

は困難となった。

※立山区御牧（9）


